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日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

 

今号の主な内容 

◇連盟常任執行委員会を

開催 
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 去る、１月２４日（土）１３：００より、常任執行委員

会が日本臨床検査技師会館で開催された。 

 今回の委員会では、平成２６年度決算と平成２７

年度予算について審議し、今後の連盟の活動に

ついて、活発な意見交換が行われた。詳細は以

下に報告する。 

 

 <出席者> 

宮島代表、直井副代表、運天副代表、椙山副代

表、佐野幹事長、津田女性部長、岡本、河野、

坂西、長迫、山口各ブロック長、日野浦監事、島

村事務局長、小出（事務局） 

 

〈次第・審議〉 

１．平成２６年度決算について 

 平成２６年１２月３１日時点の連盟口数/加入者

数の内訳について報告があった。平政26年度加

入口数は2,970口で4年前の実績を上回り、直近3

年間の低迷を脱した。今年度は各支部学会にて

入会啓発活動を行った効果もあったかと思われる。 

 しかし、決算において、会費収入が予算の会員

目標数1万名（10,000口）には及ばず、支出は予算

を544万円下回ったが、正味財産を159万円減らす

結果となった。 

 この決算について幹事長・事務局長から報告が

あり、全員一致で承認された。【概要次頁】 

（１） 

２．平成２７年度予算について 

 会員目標数を平成26年度から下方修正し、

5,000名とする予算案が審議され、全員一致で承

認された。【概要次頁】 

 しかし、この予算では正味財産を267万円減らすこ

とになる。会費、活動方法等の見直しが必要との

意見があり、1口の金額を平成28年度から見直した

いこと、都道府県連盟支部の活動が、支部長だけ

では具体的な活動に限界があるため、支部役員を

複数名設置したいこと、また、都道府県支部にお

いても年間活動計画を作るマニュアル化が必要で

ある等議論した。 

 この内容については、5月の執行委員会に提案

することで合意された。 

 

 ～ 今後の活動について ～ 

・1月25日に熊本県連盟支部長の要請で、県技

師会施設連絡責任者会議に併催で連盟説明会

が開かれ、連盟より事務局長を講師派遣するが、

新しい形の企画として注目される。【報告次頁】 

・新入会員勧誘のための連盟説明スライド・パネル

を作成する。また、宣伝物も利用して、全国学会・

支部学会、都道府県技師会研修会等あらゆる機

会で連盟加入の意義を訴えていく。 

・事務局より連盟支部長宛に平成26年度加入者

名簿を送る。また、連盟ブロック長は加入率の低い

都道府県支部長へ働きかける。 

連盟常任執行委員会を開催 

―平成26年決算、平成27年予算案を承認― 
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（２） 

４．統一地方選及び次期参議院議員選挙

の対応について 

  平成26年度推薦状送付一覧の結果を含めた

内容を確認した。 

 次期統一地方選での推薦状は都道府県支部

長から連盟ブロック長経由で依頼があれば代表名

で発行する。ただし、与党推薦候補に限る。 

 その他の推薦候補の場合は各都道府県技師会

単位で判断して対応する。来年の参議院選挙候

補者推薦は、業界全体が推すことができる条件で

慎重に検討していくことになった。 

３．新年度連盟会費の徴収について 

 自動引落システムの利用状況は、平成27年2月

の引き落とし希望者が46名にとどまっていることが

報告された。※委員会後、最終51名となった。 

 本年度会費払込取扱票の技師会員への配布

方法を見直す方針が承認された。 

① 道府県連盟支部へは希望必要数を2月に発

送する。 

②「加入依頼文一体型払込取扱票」を新規作成

し、「医学検査」3月号に同梱して全会員へ届くよう

にする。また、全国学会、支部学会などでも活用す

る。（予算組込済み）。 

項目 平成26年度予算 平成26年度決算 平成26年度予算比 平成27年度予算 

収入 10,000,000 2,970,000 29.7％ 5,000,000 

支出 10,057,620 4,619,416 45.9％ 7,672,300 

収支 -57,620 -1,649,416 - -2,672,300 

正味財産残 13,423,476 11,831,680 88.1％ 9,159,380 

■平成26年度決算/平成27年度予算【主要数値】（年度：1月1日~12月31日）   単位：円 

加入依頼文一体型払込取扱票（ゲラ） 

表 裏 
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 《ブロックだより》 

 九州ブロック 熊本県支部報告 

（3） 

 説明の中では、前回参議院選挙のエピソードも

紹介され、政治連盟活動の実際を身近に参加者

は感じました。また、医師、看護など他の職能団体

の連盟組織との比較がなされ、当連盟の課題が

浮き彫りになったことで参加者の理解をさらに促進し

たのではないかと思われます。その後、連盟会費の

納入方法や自動引き落としについて質疑応答が

ありました。 

 やはり加入者が増えない状況としては郵便振込

みがひとつの原因と考え、「まず行動を！」と参加

者に提起し、終了間際にその場での会費納入をお

願いした結果、参加者約９０名の２/３に当たる６０

名計６２口となりました。 

 今後は、施設連絡責任者にお願いし、各施設を

時折回って様子伺いを行い、職場単位の会費回

収にも取り組む所存でおります。 

 今回の企画は、連盟活動についての理解を得る

ためには非常に有効であると感じました。 

 趣旨にご協力いただきました増永熊本県技師会

長にこの場を借りて御礼申し上げます。 

 平成27年1月25日（日）、熊本県施設連絡責任

者会議に併催する形で、増永熊本県技師会長の

ご理解を得て、連盟に関する説明・勉強会を開催

しました。 

 講師には、宮島代表が急用のため来熊いただけ

ず、替わりに、常任執行委員島村事務局長を派

遣いただき約35分のスライドを用いた説明と質疑応

答が行われました。 

 熊本県支部は、連盟発足から熱心な会員勧誘

を行い、スライドでも全国や都道府県別の加入口

数推移が示されましたが、かつては大口の加入口

数を誇る有数県でありました。 

 しかしながら近年、加入口数が大幅に減少してい

ましたので、このような連盟本部の協力も得た説明・

勉強会の企画となりました。 

 島村事務局長には、「日技連について-政治連

盟の役割と課題-」と題したスライドを用意いただき、

当日配布資料は、JAMTマガジン掲載（支部学会

などでも配布）の連盟意見広告、宮島代表の書か

れた新年号連盟ニュース、都道府県別平成26年

度加入状況表、払込取扱票としました。 

連盟執行委員 熊本県支部長 瀧口巌 

（熊本保健科学大学） 


